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はじめに 

 

 

 

 

近年、高校の中退率が高く、しかし中退後でも学習して高卒認定資格

を取得したい、または何らかの資格を取得して自分を高めたいという若

者が多く、また何らかの事情で、学校や塾には通えないが、学習はした

いと思っている若者の多さを目の当たりにし、そのサポートや解決に至

る道筋をつける役割を果たしたいとの想いが、この活動を始めるきっか

けとなった。 

活動していく中で、ひきこもり、不登校、貧困など、各個人ごとにさ

まざまな問題を抱える若者の多さを知り、これらの問題解決スタートの

窓口となるべき団体が必要との想いで現在の活動に至った。 
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平成２６年度 

独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業 

キリン福祉財団キリン子育て公募事業として 
リーマンショック以降、一時的な救済を目的に生活保護の要件が緩和され生活保護受給者が

増えたが、不況が長引く現況で仕事に就けず、働く意味・価値を見失い、孤立化・孤独化に繋

がっている。同時に子どもの貧困（負の連鎖）も起こり、虐待や育児放棄等、罪のない子ども

達への影響も起きている。 

 

子どもから若者に至るまでの継続的な行政支援はなく、縦割り、ブツ切れとなっている。ま

た当地域（京都府北部）においては、高齢化の現状から子ども・若者に関する社会資源も少な

く、放置されている現状にある。貧困は経済的な困窮のみならず、心身の健康状態の喪失、社

会との関わりの薄さなど、人によって様々な事情が複雑に重なっている。この状況は将来にわ

たって社会的コストを上昇させる原因となる。また、物質的な欲求が少ない若者世代は生活保

護からの離脱が難しい状況にある。このまま放置すればいわゆる貧困の負の連鎖が進み、働く

意欲の低下、教育環境の悪化による貧困の世代的再生産につながる恐れがある。 

 

当地域においても例外ではなく、生活困窮世帯の教育の機会不足により、貧困の負の連鎖が

進んでいる。高校中退者も増加し、自分の将来に目的意識のない若者が増えている。私企業で

ある塾や若者をサポートする各種団体は存在しているが、不登校生徒や高校中退者を計画的に

学習支援する団体は不在であった。 

 

そこで我々は、生活困窮世帯の児童生徒を対象に、個に合わせたきめ細かい学習支援を行う

こととした。家庭内、友人関係、経済面の相談（保護者、子供双方）も引き受け、必要とあれ

ば関係連携機関との協力により、キャリアカウンセラーや臨床心理士による面談等も行う総合

的な学習支援を行うこととした。 

 

また学習意欲がない児童生徒も多く、いきなりの学習支援から入るのではなく、日常の相談

や学習するための意義を見出すための面談などを通じて緩やかに学習活動に移行できるよう配

慮することとした。そのための学習活動以外でも利用できる居場所づくり、開放を行い、また

保護者同士の情報交換、地域の大人、相互研鑽の場としても利用することとした。保護者にま

で対象を広げるのは、児童生徒に対する学習支援活動のみでは、貧困の負の連鎖を断つ目的で

あるこの事業の効果が薄いと考えられるからである。 
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独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業 

１．ひとり親、生活困窮世帯の児童生徒向け無償学習支援活動 

 

 

（のべ２１１３時間） 

 

 

 

① 目 的：ひとり親、生活困窮世帯の児童生徒向け無償学習支援を行うことに

より、貧困の負の連鎖を断ち切る 

② 対象者：舞鶴市内のひとり親、生活困窮世帯の児童生徒         

実参加者：３４名 

③ 開催日：平成２６年４月２日から平成２７年３月３１日の間、３３７日 

④ 他団体との連携： 

【特定非営利活動法人まごころ】臨床心理士派遣 

・児童生徒が学習支援以外に心に悩み等を抱えている場合、この法人

の臨床心理士と連携した 

・１１回開催（２６年５月～２７年３月各月１回）                  

保護者 ：のべ４０名参加利用 児童生徒：のべ１名参加利用 

【特定非営利活動法人あやべ福祉フロンティア】就労体験への参加 

・児童生徒が学習支援と同時に就労支援が必要な場合、この法人の就

労支援事業と連携した 

・３６回参加（２６年４月～２７年３月）・のべ４０名参加利用 

（写真展設営、空家清掃、屋根修繕、除草、荷積降などの就労体験） 
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学習風景 学習風景 

学習風景 就労体験：除草作業 

就労体験：荷卸し 就労体験：空き家清掃（解体） 
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２．ひとり親、生活困窮世帯の保護者向け居場所づくり 
 

 

 

（計３５４日） 

 

 

 

① 目的及び内容：ひとり親、生活保護受給者等生活困窮世帯の保護者の方を中

心に、情報交換などを行える居場所を運営し、望ましい子育て

環境や、就労への足掛かりとする 

② 対象者：舞鶴市内のひとり親、生活困窮世帯の保護者等 

③ 開催日：平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日の間、３５４日  

実参加者：４２名 のべ参加者：４５１名 

④ 他団体との連携：（１.と共通） 

【特定非営利活動法人まごころ】臨床心理士派遣 

【特定非営利活動法人あやべ福祉フロンティア】就労体験 

⑤ イベント・セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年間回数 のべ参加者 
ヨーガ療法教室 9 62 
音楽療法 12 41（子ども含） 
編み物教室 14 46（子ども含） 
ギター教室 14 47（子ども含） 
メイクセミナー 7 16 
親と子のかかわり方教室 7 14 
写真教室 2 39（子ども含） 
カラーセラピー 1 6 
大人の自習室 14 16 
ママ座談会 2 8 
お菓子作り 2 25（子ども含） 
骨盤体操 2 14 
クリスマス会 1 53（子ども含） 
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ヨーガ教室 骨盤体操 

ギター教室 お菓子作り教室 

座談会 学習の息抜きに… 
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キリン福祉財団キリン子育て公募事業 

１．高校中退者向け高卒認定試験受験学習支援活動 

２．将来の中退防止のための学習支援活動 

 

 

（合計 ２６８時間） 

 

 

 

① 目 的：高校未進学者、高校中退者を対象に文部省主催の【高等学校卒業程

度認定試験】に向けた学習支援を行い、その資格を取得させる学習支

援を行う。資格取得により、高卒と同程度の扱いとなり、就職や上級

学校への進学が可能になる。また、高校中退を予防するための小中学

生への学習支援も併せて行う。 

② 対象者：内訳＜高校中退者向け高卒認定試験受験学習支援＞ 

          高校中退者４名 

        ＜将来の中退防止のための学習支援＞ 

          小学６年生１名・中学１年生１名・中学３年生２名 

③ 開催日：平成２６年４月７日から平成２７年３月２０日 
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まとめ 
独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業 

成果  

学習支援活動は実日数３３７日、実支援対象者数３４人、のべ学習支援時間２１

１３時間となり、目標を上回る活動ができた。また保護者向け居場所事業は実日数

３５４日、実支援対象者来所者数４２人、のべ支援対象者来所者数４５１人とな

り、目標を上回る活動ができた。 

 

学習支援であるので人数や時間数以外の部分を数値化しづらい面があるが、他団

体との連携による就労体験などを通じて学校卒業後の目標が生まれ、そこから学習

意欲が湧くといった相乗効果が表れた児童生徒もいた。また支援した中学３年生に

ついては、全員希望する公立高校への合格を果たした（３名）。 

 

居場所事業では他者との情報交換の場が取りづらかった保護者が集い、情報交換

や子育てに関するアドバイスを相互に示し合う機会となった。また支援対象者の保

護者が自分のスキルを活かして他の支援対象者へのセミナーを行うなどの相乗効果

もうまれた。 

 

事例１）生活困窮（ひきこもり）・２０代 

 学校中退後目標を見失い、就労せずひきこもり生活を送っていたが、学習活動や

連携先の就労体験などを通じ新たな進路希望を持ち、これに関連した内容の子ども

たち向けのイベントを企画、実行できるまでになった（内容は個人が特定される内容が

あるのでここでは割愛する）。現在も自分の新たな進路に向けて学習を継続している。 

 

事例２）ひとり親家庭・生活困窮家庭・中学生 

すでに終えている学年の学習が十分でなく学校での学習についていけず、学習意

欲をなくし、不登校とまではいかないものの休みが多くなっていたが、１対１での

該当学年をさかのぼった学習活動を通じ徐々に遅れを取り戻し、学校での定期考査

などの成績も回復し、休むことがなくなった。 
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連携について  

地域連携活動として他の特定非営利活動法人２団体のそれぞれの特性を活用し

て、児童生徒の学び直しに限定することなく、就労体験（特定非営利活動法人あや

べ福祉フロンティア）や臨床心理士の専門的な面談（特定非営利活動法人まごこ

ろ）など、横断的な支援を行うことができた。 

 

波及効果について 

 居場所での保護者向けのセミナーやイベントを行うことにより、その講師や参加

者の方々の口コミによってもこの事業が周知され、現在問題を抱えていない立場の

地域の方々からの問い合わせや見学が増えた。その中からこの事業に無償でも関わ

りたいという方々が生まれ、居場所などでの話し相手などのボランティアとして関

わっていただいた。 

 

 また、居場所への物品の提供を SNSなどを利用し広く呼びかけたところ、書籍類

１５００冊余り、ビリヤード台、卓球台、机椅子、楽器類などの無償提供があり、

これらの物品の存在をきっかけとして、来所動機に結びついた利用者が多くいた。 

 

課題 

支援対象者から利用料を受け取らない活動であるため、補助金助成金がないと活

動できない現状がある。特定非営利活動法人として、他の収益事業を興すことも視

野に入れ、安定した活動を継続して行えるように法人運営を変えていかなければな

らない。また自治体の担当課（福祉課など）への理解協力をさらに求めて行き、こ

の活動を必要とする方々へのさらなる周知の必要性がある。 
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キリン福祉財団キリン子育て公募事業 

成果  

学習支援であるので人数や時間数以外の部分を数値化しづらい面があるが、１対

１の学習活動を通じ、教科学習だけでなく高卒認定合格後の様々な進路について講

師と話したり考えたりする機会を設け、中退者４名のうち３名はそれぞれ、 

・短期大学に進学し、保育士を目指す 

・専門学校に進学し、美容師を目指す 

・高卒資格で就活をする（事務系） 

との希望を新たに持ち、自分の将来に目的意識を持たせることができた。 

 

以下の課題にも記したが、試験合格のために全教科を学習する時間が足りず、部

分単位合格はあったものの、全単位合格者は出せなかった 

課題 

高認試験合格のために全教科を学習するには時間が足りず、効率的に学習するカ

リキュラムを検討する必要がある。 

そもそもの高校中退を防止するための学習支援活動をさらに展開していく必要が

ある。 

 

 

 

 

今後の展開について 

平成２６年度中、各個人・団体から要望があった以下の支援について、新たな取

り組みとして行っていきたい。 

・障がいのある児童生徒の支援学校の放課後の学習支援 

・ひとり親の親への学習支援 

・児童養護施設への訪問学習支援 

 

【ホームページのＵＲＬは… http://yononaka-juku.org/】 
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http://yononaka-juku.org/%E3%80%91
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特定非営利活動法人 よのなか塾 

京都府舞鶴市字市場竜宮７３９番３１ 

電話：0773-60-2849 

メール：info@yononaka-juku.org 

http://yononaka-juku.org 
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